
プラチナ合成燃料「油使用量▲45％削減」01
「ナノ・プラズマ粒子と油の合成燃料装置」

プラチナ・ウォーター株式会社

ナノ・プラズマ粒子技術で世界のＣＯ２削減に
貢献します。

１．ナノ・プラズマ粒子45％と油55％の合成燃料 P.1～2

2. 排気ガス測定結果(CO2・SO2・NO2)グラフ P.3

3. プラチナ合成燃料 生成装置 リスト（仕様・コスト）P.4
300,500,1000,2000,3000,5000,10000 LPH

4. プラチナ合成燃料と基油(軽油、灯油、A重油)分析比較
P.7.8.9

5 既存設備との取り合い P.10

参考 プラチナ合成燃料装置の年間CO2削減量
軽油 12.4万トン/年
A重油 14.9万トン/年
灯油 10.0万トン/年

条件 プラチナ合成燃料装置 10,000LPH 1台当り
運転時間 8760時間/年

実績 海外実績と予定多数(アメリカ、中南米、ナイジェリア）
国内は商談多数あり（2023年から道内へ展開）

世界初・プラズマ粒子・物理化学・
ナノテクノロジー

ゼロ-界面活性剤・乳化剤等
燃費向上・実績多数・
A重油・軽油・灯油
ランニングコストが安い1.5～3.0円/ℓ



製造元・販売

プラチナ・ウォーター株式会社

・目的 ・「ナノ・プラズマ粒子技術」は世界のCO2削減に貢献します。
・「20世紀は油の時代」→「21世紀はナノ・プラズマ粒子の時代」

ナノ・プラズマ粒子とは、0.28～1.0nm粒径（1/360万～100万 mmの大きさの水）
気体粒子のさらに微細な超臨界水の粒子(水ではなくなります）

燃焼の特徴 水素13.8％・オクタン価65・引火点65°の高品質なプラチナ合成燃料が燃焼速度を
向上させ高燃焼を実現します。

・経済効果 ・油料金 ▲45～50％削減・設備費 0.6～1.5年間償却可・リース可

・特 徴 ・設備費と維持費⇒ 安価（ランニングコスト参照)
・環境貢献⇒ CO2・NOX・SOX ▲57～▲80％削減
・設置面積は僅か⇒ 時間当たり100ℓの機種は≒約5. 0㎡
・搬入方法⇒ 分割も可能(組立は半日) 屋外仕様可
・施工は簡単⇒ ・油配管（サドル分岐）

・給水（15㎜）
・排水管（32㎜）
・電気（100v+200ｖ）10～37A以下
大型 23A～223A

・消防法適用(所轄消防届必要)

・品 質 ・JIS規格と同等品・発熱量は、2.0％向上・水分量0.1％以下
・「プラチナ合成燃料」分析結果報告書を参照

・他社との優位性 「ナノ・プラズマ粒子+油」は、世界初技術により。
比較対象はありません。
エマルジョン燃料「界面活性剤+油」との比較は、対象外
維持費安価である。顧客利益が大。

（「界面活性剤＋油」の顧客利益は、5～8％と僅かである）

・「ナノ・プラズマ粒子45％+油55％」の合成燃料写真

重油 軽油 灯油 装置概要図

ナノ・プラズマ粒子45％と油55％の
合成燃料生成装置

〒004-0062
札幌市厚別区厚別西2条4丁目2-10
TEL (011)375-6140 FAX(011)398-3670
E-mail otoiawase@platinumwater.main.jp
URL  platinumwater.main.jp

Water-molecule
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左 ナノ・プラズマ粒子
45％+油55％
右 水道水45+重油55％

左 ナノ・プラズマ粒子
45％+油55％
右 水道水45+軽油55％

左 ナノ・プラズマ粒子
45％+油55％

右 水道水45+灯油55％
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・外観写真

・燃焼テスト写真

・燃焼とは ・燃料成分の炭化水素（炭素86％・水素12％）分が酸素と結合し
燃焼する。

・現在解っているのは、水素燃焼が発熱の大きな役割をしている
こと位である。

・燃焼現象の理論解析は、Dr.アインシュタインも出来なかったと
言われている。

・「ナノ・プラズマ粒子＋油」の合成する仕組みは、ナノ・プラズマ粒子の大きな結合
力である。
合成する仕組みは、企業秘密につき公開は差し控えさせて下さい。

・「ナノ・プラズマ粒子+油」合成燃料生成装置仕様書（詳細は別紙仕様書を参照）

合成燃料 重油 合成燃料 重油 合成燃料 重油

合成燃料は、完全燃焼状態と黒煙が少ない。

用 途 型 式 時間生成量 大きさ(LWH)

工業用

・300 型

・500 型

・1,000 型

・2,000 型

・3,000  型

・5,000 型

・10,000 型

300ℓ

500ℓ

1,000ℓ

2,000ℓ

3,000ℓ

5,000ℓ

10,000ℓ

40ftコンテナ×1

40ftコンテナ×1

40ftコンテナ×2

40ftコンテナ×3

40ftコンテナ×3

40ftコンテナ×5

40ftコンテナ×7
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Exhaust gas measurement results
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型番
PF- PF- PF- PF- PF- PF-

500 1000 2000 3000 5000 10000

合成量ℓ/H 500 1,000 2,000 3,000 5,000 10,000

月あたりの油使用量 150,000ℓ/月 300,000ℓ/月 600,000ℓ/月 900,000ℓ/月
1500,000ℓ/

月
3000,000ℓ/

月

装置サイズ

コンテナ内蔵 コンテナ内蔵 コンテナ内蔵 コンテナ内蔵 コンテナ内蔵 コンテナ内蔵

40ft-1台 40ft-2台 40ft-3台 40ft-3台 40ft-5台 40ft-7台

月額経費

運転時間12H/日
×25日＝300H/

月

ランニングコスト
(5256)
131,400

(9180)
229,500

(18036)
450,900

(25440)
636,100

(33264)
831,600

(66636)
1,665,900

消費電気量（kwh/月） 6,468 10,686 21,285 35,331 52,425 102,870

メンテナンス費 250,000 400,000 700,000 1,200,000 11,700,000 3,000,000

基油（灯油/月） 7,500,000 15,000,000 30,000,000 45,000,000 75,000,000 150,000,000

月額経費 7,881,140 19,229,500 31,150,900 46,836,100 77,531,600 154,665,900

導入前 15,000,000 30,000,000 60,000,000 90,000,000 150,000,000 300,000,000

月額メリット
7,118,860 10,770,500 28,849,100 43,163,900 72,468,400 145,334,100

リース代（6年）2% 2,284,000 2,634,000 3,850,000 4,862,000 7,496,000 11,520,000

本体価格円（税抜） 143,000,000 169,000,000 290,000,000 430,000,000 650,000,000 1,160,000,000

※設置工事費は、現地調整の上、決定します。 ※1サイクルは60分
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プラチナ合成燃料の設置例 (既存地下タンク方式の場合)

6.既存設備との取り合い

ナノ・プラズマ粒子と基油の合成装置概要

既存オイルタンク

プラチナ合成燃料装置

水

既存ボイラー

既存地下タンク

切替用自動弁

オイル管

Platinum Water Co.,LTD.  All rights reserved, 2020


